



経済研究所 / Institute of Developing









http://www.ide.go.jp  Copyright (C) 1995-2008 JETRO. All rights reserved. 
                                                 
平成 20 年 12 月 26 日 
海外研究員(在勤地 米国シアトル) 



















1 Angrist and Evans (1998)のデータセットである Census Public Use Micro Samples（PUMS）では、
遡って何人子供を産んだかという出生率に関する情報はない。代わりに、各家庭で報告される子供の
数を、母親の”Fertility”とみなしている。そのために彼らのサンプルは、年齢が 21－35 歳の二人以上













働参加に影響を与えてはならない。Angrist and Evans (1998)は、USデータである1980年と1990




労働参加が増えるといったことである。本稿の目的は、Angrist and Evans (1998)が使用したと
同じデータセットを用いて、アジア系サンプルに限り、第一子と第二子の性別を操作変数とした
2SLS 推定法を用いて、出生率が女性の労働参加に与える影響を推定することである。とりわけ、
Angrist and Evans (1998)の推定結果との違いと、操作変数の妥当性に着目している。 




比較が可能である。第 3 節は結びである。 
 
第1節 2SLS 推定モデル 
 














Angrist and Evans (1998)は、2SLS 推定モデルを以下のように設定している。第二段階の
推定式は、 
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ixと表すことができる。 は、2 人以上の子供がいるかどうかを表す内生変数であり、 は共変量
生まれたときの年齢）、 は第一子の性別、
。第一段階の推定式は、 
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”Same sex”  
生率のみならず労働
iε と相関することとなり、操作変数としての妥当性





(3) 0 1 1'i i i i i iy s xα α β ε= + + +w  
 
別 s を省いている。これは、と表すことができる。過剰識別制約 2SLS モデルでは、第二子の性
















1 2 1 2(1 )(1 ) 1 1girls s s s s s s Two boys= − − = − − + − − +




iiiiii girlsTwoboysTwosx ηγγππ ++++= •• 10110' w  (4)
 
























計の生涯資産に大きな影響を与えるだろう。Chun and Oh (2002)は、Korean National Survey
を用いて、第一子の性別を操作変数に、出生率が女性の労働参加に与える影響を推定した。彼ら
は、消費や教育費が第一子の性別によって変わらないことを根拠に、第一子の性別を操作変数と
























0.1536 である一方、アメリカ人全体では 0.0801 である。さらに、“Two boys”の係数推定値は、
アメリカ人全体では有意であるが、アジア系に限ると有意ではない。 




2SLS 推定値は 5％水準で非有意となっている。アジア系女性全体では、”Worked for pay“(＝セン
サスの前年に賃金のために働いたか否か)、”Weeks worked” (＝センサスの前年に働いた週
数)、”Hours/week” (＝センサスの前年、週平均の労働時間) への効果が、アジア系婚姻女性に限
ると”Worked for pay”への効果が 10％水準で有意である。第二に、これらの 10％水準で有意であ
のみに着目すると、第三子の女性労働供給への負の効果は、アジア系女性でより大きく、
アメリカ人女性全体との差は 2 倍である。例えば、第三子がいるアジア系の女性はいない女性よ
り、年間で 12.1 週間労働時間が少ない一方、アメリカ人全体では 5.63 週間少ないのみである。 
第三に、アジア系サンプルでの推定値が、操作変数が”Same sex”である場合と、”Two boys”、
“Two girls”である場合では格段に異なる一方、フルサンプルではさほど変わらないことである。























                                                 
という点からは奇異に思われる。アジア以外の先進国のデータを使った同様の推定では、2SLS
推定値は、通常 OLS 推定値より絶対値が小さく、ときにはゼロとの有意差がない(Iacovou 2001)。 
第五に、過剰識別制約の検定は非説明変数がいずれの場合であっ
Two boys”、“Two girls”が労働供給モデルにおいて外生変数であることを示唆している。し








に指摘されてきた。本稿では、1980 年 PUMS のアジア系サンプルを使い、アメリカ人フルサン





4 試みに、”Two girls”のみを操作変数として 2SLS 推定を行ったところ、結果は”Same sex”を操作変数と





表 1－1：第一段階推定, ”Same sex”が出生率に与える影響, 1980 年 PUMS アジア系サンプル 
説明変数 
全女性 婚姻女性 































- - 0.0302 
(0.0185) 




- - 0.1337 
(0.0191) 




No Yes Yes No Yes Yes 
2R  0.0072 0.1509 0.1509 0.0087 0.1458 0.1462 
注：括弧内は標準誤差。その他の共変量は”Age”（＝母親の年齢）, “Age at first birth”（＝初産の年齢）
を指す。サンプルは 1980 年 PUMS において、人種がアジア系と分類された男性、女性に限っている。
サンプル・サイズは、全女性(子供を二人以上もつ 21－35 歳の女性)については 4,525 人、うち婚姻女
性については 4,021 人である。 




表 1－2：第一段階推定, ”Same sex”が出生率に与える影響, 1980 年 PUMS フルサンプル 
 全女性 婚姻女性 































- - 0.0518 
(0.0021) 




- - 0.0684 
(0.0021) 




No Yes Yes No Yes Yes 
2R  0.004 0.097 0.097 0.005 0.091 0.091 
注：括弧内は標準誤差。その他の共変量は”Age”, “Age at first birth”、人種ダミー（黒人、ヒスパニッ
ク、白人以外その他の人種）を指す。サンプルは 1980 年 PUMS、子供を二人以上もつ 21－35 歳の女
性である。サンプル・サイズは、全女性が 386,537 人、うち婚姻女性が 228,997 人である。 
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表 2－1：労働供給モデルの OLS/2SLS 推定, 1980 年 PUMS アジア系サンプル 
 全女性 婚姻女性 婚姻女性の夫 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 
推定方法 OLS 2SLS 2SLS OLS 2SLS 2SLS OLS 2SLS 2SLS 

















































































































































- - - 
注：丸括弧内は標準誤差。角括弧内は(3)式について過剰識別制約検定の p-値。表の結果は、変数”More 
than 2 children”の係数推定値である。コラム(2), (5), (8)は本文の(1)式に対応する。コラム(3), (6), (9)
は本文の(3)式に対応する。その他の共変量は、”Boy 1st”, “Boy 2nd”, “Age”, “Age at first birth”であり、
コラム(3), (6), (9)は”Boy 2nd”を除いている。サンプルは表 1－1 と同様である。 
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表 2－2：労働供給モデルの OLS/2SLS 推定, 1980 年 PUMS フルサンプル 
 全女性 婚姻女性 婚姻女性の夫 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 
推定方法 OLS 2SLS 2SLS OLS 2SLS 2SLS OLS 2SLS 2SLS 




















































































































































- - - 
注：丸括弧内は標準誤差。角括弧内は(3)式について過剰識別制約検定の p-値。表の結果は、変数”More 
than 2 children”の係数推定値である。コラム(2), (5), (8)は本文の(1)式に対応する。コラム(3), (6), (9)
は本文の(3)式に対応する。その他の共変量は、”Boy 1st”, “Boy 2nd”, “Age”, “Age at first birth”、人種
ダミー（黒人、ヒスパニック、白人以外その他の人種）であり、コラム(3), (6), (9)は”Boy 2nd”を除い
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